









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































した。そ 中で明治期以降日本で 富豪による芸術文化パトロネージを解説することを行った である 、そ 過程で会社 属する普通の「会社員」が芸術文化とどのような関わりを持ってきたのか、ある は「教養」
を
ど
の
よ
う
に身に
つ
け
て
き
た
の
か、
と
い
う課題を意識す
る
よ
う
に
なっ
た
の
で
あ
る。
「会社員」
で
あ
り
な
が
ら芸術文化に深く関わった人々を探り
始め のだ。　
その中で発見したのが、籾山梓月（一八七八～一九五八）という人で
あ
る。
会社員と
い
う
〝生業〟
に絶え
る
こ
と
な
く携わ
り
な
が
ら、
〝余技〟
と
しての俳句の句作を続け、茶道
・
能楽など十五種に及ぶ〝趣味〟を楽し
んだ、三木清によって強烈に批判され であろう「ディレッタント」であ
る。
「教養」
と
「ディレッタ
ン
ティズ
ム」
と
の関係を解き
ほ
ぐ
し
て
い
く
ことが、本稿をふまえた私にとっての次の課題となるであろう。
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